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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社アートネイチャー  

 

[企業 ID]  7823 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2021 年 3 月期決算説明会  

 

[決算期]  2020 年度 通期  

 

[日程]   2021 年 5 月 14 日  

 

[ページ数]  25 

  

[時間]   17:00 – 17:24 

（合計：24 分、登壇：24 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役会長兼社長  五十嵐 祥剛（以下、五十嵐） 

執行役員 経営企画部長  本多 敏男 （以下、本多） 
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登壇 

 

五十嵐：アートネイチャーの五十嵐です。2021 年 3 月期決算の説明会に代えて、今回も動画配信

にて当社の状況をご説明します。 

まず、私から前期決算の概要と中期経営計画の内容についてご説明し、後半で計数関係の詳細を経

営企画部の本多よりご説明します。 

 

まず、2 ページでは、決算の概況についてご説明します。 

上段の表にあるとおり、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、前期比減収、減益でした。計画

に対しましては、売上高はおおむね計画どおりの着地でしたが、営業利益につきましては、計画を

大幅に上回ることができました。 

下段の表は部門別売上高の実績ですが、詳細はのちほど本多よりご説明します。 
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次に、3 ページの業績推移のグラフをご覧ください。 

このグラフは、当期を含めた過去 10 期分の売上高と営業利益の推移を示したものです。2021 年 3

月期につきましては、上期は売上高が前年同期比減収、営業利益が赤字となりましたが、下期は売

上高が前年を上回る実績を上げることができ、営業利益が黒字に転換しました。冒頭でお伝えしま

したとおり、通期では減収、減益となりましたが、下期の勢いを維持して 2021 年度も業績を伸ば

してまいる所存です。 
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続きまして、4 ページでは、新型コロナウイルス感染症に関わる当社の状況を示しております。 

2020 年度の状況は、青い矢印で示した内容のとおりです。4 月から 5 月の緊急事態宣言下におい

ては、営業店舗や生産工場の稼働に支障が出ましたが、6 月以降は徐々に正常化し始め、現在に至

っております。上期に生じた商品の納期遅延も現在は解消しつつあり、催事、イベントなども現在

は通常どおり開催できております。 

緑色の矢印は、2021 年度の見通しを示しております。 
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続いて、5 ページでは、2021 年 3 月期を初年度とする中期経営計画、アートネイチャーChallenge

プランについて改めてご説明します。 

当社を取り巻く環境はスライド左側に記載のとおり、先行きの見通しが難しく、さまざまなリスク

をはらんだ状況にあると考えております。このような環境のなかで、当社は、時代を切り拓くアー

トネイチャーの礎を築くべく、既存事業を拡充しつつ、事業領域をさらに拡大するという目標にチ

ャレンジします。 

なお、本中期経営計画では、６つの重点 Challenge 施策を設定しております。この重点 Challenge

施策を役職員が一体となって取り組み、アートネイチャーChallenge プランの達成を目指してまい

ります。 
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こちらの 6 ページでは、アートネイチャーChallenge プランにおける 6 つの重点 Challenge 施策の

うち、業績伸長、新領域の開拓、市場との対話の進捗について示しております。 

初年度の各施策の進捗は、スライドに記載のとおりです。引き続き、これらの施策を着実に実践し

ていきます。 
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7 ページでは、採用の強化、人財の育成、業務の刷新の進捗について示しております。 

初年度の各施策の進捗はスライドに記載のとおりです。コロナ禍の影響などにより、やむを得ず取

り組みを見送った施策もありますが、2021 年度はしっかりと前に進めてまいる所存です。 
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今期、Challenge 2021 の主要施策については、8 ページのスライドに記載のとおりです。 

今期は既存事業の再拡大に挑むとともに、さらなる新領域の事業の拡充に向けた体制を整えるべ

く、これらの施策を着実に実践していきます。 
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9 ページは、2022 年 3 月期の業績計画です。 

計画値につきましてはご覧のとおりとなっております。なお、今期より収益認識に関する会計基準

を適用した計画値となっております。売上高は各部門において増収を計画し、利益項目においては

増益の計画となります。詳細はのちほど本多よりご説明します。 
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最後に、中期経営計画３カ年における主な経営指標と配当方針についてご説明します。 

中期経営計画最終年度である 2023 年 3 月期の売上高、経常利益率、ROE の目標としては上段右端

のグラフのとおりです。 

また、配当に関しては、従来同様、安定配当の維持に努めるという基本的な考え方に基づき、今期

も中間配当 14 円、期末配当 14 円、通期で 28 円の配当を維持したいと考えております。 

引き続き、1 日でも早く利益率や ROE を二桁に乗せるべく、全社一丸となって目標達成に向け、

まい進してまいります。 

以上で、私からの説明を終わります。ご静聴ありがとうございました。 

本多：ご紹介いただきました本多です。私からは 2021 年 3 月期決算と 2022 年 3 月計画について

計数面を中心にご説明します。 
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まず、2021 年 3 月期連結損益計算書の概要です。 

売上高は前期比 9.2%減の 358 億円、売上原価は前期比 3.0%減の 119 億円となりました。また、

原価率は前期比 2.1 ポイント増となりました。その内訳は、商品原価率が減収に伴う売上構成の変

化や子会社の決算の取り込み期間が通期になったことから 0.8 ポイント増となり、スタイリスト人

件費率は人件費が固定費要素が強いため減収に伴い 1.3 ポイント増となりました。 

続いて、販管費は前期比 9.3%減の 219 億円となり、販管費率は前期比 0.1 ポイント減となりまし

た。その内訳は、広告費は前期比 14 億円減で広告比率は前期比 2.3 ポイント減、人件費は前期比

2 億円増で人件費率は前期比 1.7 ポイント増、その他費用は前期比 9 億円減でその他比率は 0.3 ポ

イント増です。 

この結果、営業利益は 19 億円、経常利益は 20 億円、当期純利益は 8 億円となりました。また、

設備投資の合計は 8 億円で、主な内訳は右下に記載のとおりです。 
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13 ページは、連結の四半期別業績推移です。 

このグラフは、売上高と営業利益率について、直近 3 カ年の四半期別の業績推移を示したもので

す。2021 年 3 月期、いわゆる 2020 年度は、第 1 四半期こそコロナ禍の影響で 2019 年度比売上高

が大きく落ち込んでいますが、第 2 四半期以降は、コロナ禍前の 2018 年度とほぼ同水準まで回復

しています。 

なお、2019 年度の第 2、第 3 四半期が 2018 年度と異なる業績推移なのは、消費増税前の駆け込み

需要とその反動のためです。 
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14 ページは、2021 年 3 月期連結経常利益の増減要因です。 

左側のオレンジ部分が利益のプラス要因で、24 億円のプラスとなっています。これは、広告宣伝

費を中心とした費用の抑制が最大の要因です。右の紫の部分が利益のマイナス要因で、34 億円の

マイナスとなっています。これは、売上高の減少が最大の要因です。以上の結果、経常利益が前期

比 10 億円減の 20 億円となっています。 
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15 ページは、主要商品の月次売上推移です。 

このグラフは、毎月開示している月次売上情報から、直近 3 カ年の主要商品売上高の前年対比増減

率をピックアップしたものです。赤の線が今期、青の線が前期、緑の線が前々期を示しているの

で、おおよそのトレンドをこちらで確認願います。 

今期の月次売上推移は、期初の大きな落ち込みから月を追うごとに回復し、期末には前年同月とほ

ぼ同水準で推移するまでになっています。なお、9 月に若干落ち込み、10 月に大きく上昇してい

ますが、これは 2019 年 10 月の消費増税に伴う駆け込み需要とその反動に伴うものです。年間累

計は、右上の表にあるとおり、全体で 87.9%、男性で 93.8%、女性で 78.4%となりました。 
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16 ページは、月次延べ来店顧客数の推移です。 

このグラフも毎月開示しているお客様の延べ来店数からピックアップしたものです。色は前のペー

ジと同じです。 

今期の来店顧客数の推移は、期初、特に女性の来店顧客数が大きく下降し、全体も前年同月比で 8

割の水準になりましたが、期末には、ほぼ同水準まで回復しています。なお、今期の女性の 3 月が

大幅に伸びていますが、前期の女性の 3 月がすでにコロナ禍の影響で落ち込んでいたためです。年

間累計は、右上の表にあるように、全体で 94.6%、男性で 96.6%、女性で 90.1%となりました。 
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17 ページは、連結の男女別売上動向です。 

上の表のとおり、メンズ売上高は前期比 4.7%減の 213 億円、レディース売上高は同 16.9%減の

130 億円、その他の売上高は同 6.5%増の 14 億円となりました。この結果、売上に占める男女の構

成比は、右下の円グラフのとおり、メンズ 62.0%、レディース 38.0%となり、男性比率は前期比

3.3 ポイント増となりました。 
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18 ページは、単体の男女計の商品・サービス別売上高です。 

主力のオーダーメードかつら、増毛商品は、前期比で大幅なマイナスとなっていますが、第 2 四半

期以降は、コロナ禍前の 2019 年 3 月期とほぼ同水準となっています。オーダーメードかつらは、

コロナ禍に伴う納期遅延などの影響を受け、上期は前期比 40 億円減でしたが、下期は大きく挽回

し、同 22 億円減まで盛り返しました。増毛商品は、来店顧客数の減少により、前期比 10 億円減

となっています。その他のセグメントはご覧のとおりです。 
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19 ページは、単体の男性の商品・サービス別売上高です。 

最下段の全商品・サービスは新規が前期比 17.6%減、リピートが同 3.4%減、全体が同 4.7%減とな

っています。商品別に見ていくとオーダーメードかつらは前期比 4.1%減、増毛商品は同 14.3%

減、理・美容サービスは同 0.3%増となっています。男性の全体感としては、第 1 四半期は、コロ

ナ禍に伴う納期遅延や来店顧客数の減少などの影響を大きく受けましたが、第 2 四半期以降はリピ

ートを中心として売上高が徐々に堅調に推移し始めました。 
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20 ページは、単体の女性の商品・サービス別売上高です。 

最下段の全商品・サービスは新規が前期比 32.0%減、リピートが同 16.0%減、ジュリア・オージェ

が同 19.6%減、全体が同 20.2%減となっています。オーダーメードかつらは、前期比 21.3%減、増

毛商品は同 30.8%減、理・美容サービスは同 12.9%減となっています。また、ジュリア・オージェ

は、コロナ禍に伴って入居する商業施設が休業などになったことから、前期比 19.6%減となってい

ます。女性の全体感としては男性以上にコロナ禍の影響を大きく受け、来店顧客数の減少が響いて

売上が大きく減少しました。 
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続いて、今期の計画についてご説明します。 

22 ページは、2022 年 3 月期通期連結業績計画です。 

売上高は前期比 12.5%増の 403 億円、売上総利益は前期比 14.1%増の 272 億円を目指します。 

続いて販管費ですが、広告費については新規顧客の獲得、人件費については現場人財の採用強化を

中心に使用する予定です。そのほか前期未実施だった重点 Challenge 施策など戦略分野へも経営資

源を投下する予定です。これらのことから、販管費合計は前期比 14.9%増の 252 億円としまし

た。しかしながら、前期同様に経済全体のコロナ禍からの回復状況などを踏まえながら臨機応変に

抑制できるよう努めてまいります。 

この結果、営業利益は前期比 4.7%増の 20 億円、経常利益は同 4.1%増の 20 億円、当期純利益は同

24.3%増の 10 億円を計画しています。また、設備投資は前期比 123.4%増の 19 億円を予定してい

ます。 
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23 ページは、単体の男女計の商品・サービス別売上計画です。 

全体感としては、経済全体がコロナ禍から回復していくことを前提として、コロナ禍前の水準への

回帰を企図しており、全てのセグメントでプラス計量をしています。 

オーダーメードかつらは前期比 7.7%増の 200 億円、増毛商品は同 28.8%増の 53 億円を計画して

おり、売上全体に占める割合は、オーダーメードかつらが前期比 1.8 ポイント減、増毛商品が同

1.9 ポイント増となっています。また、ジュリア・オージェは前期比 24.4%増の 34 億円を計画し

ています。 

なお、今期から収益認識に関する会計基準が適用されており、過年度分の契約負債の累積的影響額

を見積もり、期初の純資産から負債へ 17 億円を移行しています。 

また、今期の売上計画の影響額は 3 億円の減少となっています。 
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24 ページは、単体の男性の商品・サービス別売上計画です。 

オーダーメードかつらは前期比 3.0%増の 126 億円、増毛商品は同 16.4%増の 33 億円を目指しま

す。メンズ部門全体では、真のファンを増やす活動に引き続き注力し、前年比 4.9%増の 223 億円

の達成を目指します。 
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25 ページは、単体の女性の商品・サービス別売上計画です。 

オーダーメードかつらは前期比 16.9%増の 73 億円、増毛商品は同 56.7%増の 20 億円を目指しま

す。なお、増毛商品はコロナ禍前の 2020 年 3 月期比では 8％の伸びとなっています。下から 3 段

目のジュリア・オージェはコロナ禍からの回復のほか、店舗増強を企図しており、前期比 24.4%増

の 34 億円を目指します。レディース部門全体では、お客様満足を軸とした営業活動を展開し、顧

客基盤を回復させて前期比 22.8%増の 148 億円を目指します。 

以上で、私からの説明を終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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